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はじめに 

 

 全国の産地において、GAP への取組が進んでいる。GAP は、農場経営管理、食

品安全、環境保全、労働安全及び人権保護にわたる幅広い分野における具体的

な取組の手順を示すとともに、個別の農場での取組だけでなく、産地のいろい

ろな課題に産地全体、グループ全体で取り組めば、産地振興を進める有力な手

段となり得る。 

 このようなことから、当協会では昨年度より、国内産地における GAP の取組

の浸透を図る観点から、農作業事故等のリスクを低減する手法として、GAP の

団体認証取得が有効であることを実証し、各地に横展開することで、取組を広

げていくことを目的とした産地リスク対策実証事業に取り組んでいる。 

 事業実施にあたって、昨年度に引き続き新型コロナウィルス感染症の拡大の

影響を受け、本事業を進める上での実証方針等について調査・検討をお願いす

る「産地リスク実証事業検討会」をオンラインで開催するなど、異例な事態の

中で事業執行に取り組まざる得ない状況となった。 

 また、応募いただいた産地やグループにおいても、集合しての計画づくりや 

諸々の準備、さらには認証審査がなかなか思うように受けられない、審査時期

をずらさざるを得ないなど多くの困難に直面された。 

 関係者の皆様方には、本事業の実施にあたり、これまでにない困難に直面し

つつ、ご協力、ご尽力いただいたことに心より御礼申し上げる。 

  2020 年開催が予定されていた東京オリンピック・パラリンピックまでを第１

期として取り組んできた GAP 推進の成果とその評価の上に立って、 2030 年を

目標年度とする第２期の取組（「ほぼ全ての国内での産地で国際水準のＧＡＰ

を実施」）への移行を加速化するため、「国際水準 GAP ガイドライン」がこの

3 月に改訂され、その先導役として第三者認証のある GAP 認証取得の促進が期

待されている。そのための有力な方法として、農業者が目標を共有し切磋琢磨、

協働して、団体認証の取得をめざすことが期待されている。 

 本事業では、団体認証について、リスク管理の手法としての効果を実証する

とともに、取組まで、あるいは、取組中、さらには取組後の課題等を明らかに

して、今後の産地での取組に生かしていただくことめざしている。 

 このようなことから、産地には、計画としては２年間の事業として取り組ん

でいただき、実証のためのデータを蓄積していただくこととなっており、この

報告書は２年目地区のとりまとめと１年目地区の中間報告の位置づけになる。 

 次年度が最終年度であり、団体認証の意義を理解していただけるようとりま

とめるため、また２年目の取組が一層実り大きいものとなるよう、実証地区の

さらなるご協力をお願いする。 

   
                    令和４年３月 

                                        (一社)全国農業改良普及支援協会 

                          会長  岩元 明久 
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ⅠⅠ    産産地地リリススクク対対策策実実証証事事業業  概概要要  

 

１ 目 的  
国内産地におけるＧＡＰの取組の浸透を図る観点から、農作業事故等のリ

スクを低減する手法として、ＧＡＰの団体認証取得が有効であることを実証

し、各産地に横展開することで、取組を広げていくことが緊急の課題となっ

ている。  
本事業では、残留農薬の検出や農作業中の事故、廃液による水質汚染等の

農業における食品安全・環境保全・労働安全等に係る産地の存続を脅かすリ

スクの低減を目指す。  
実証地区では、産地リスクの低減効果を実証するため、ＧＡＰの団体認証 

取得や認証取得前後の産地リスクに関するデータの収集・報告等に取り組

む。  
この取組を通じ、ＧＡＰの団体認証取得を通じた産地リスクの低減効果に

関する実証を目的とする。  
 
２ 取組内容  

(1) 検討会の開催  
これらの取組を効果的・効率的に行うことができるよう、学識経験者及び  

 GAP 専門家等の構成員からなる「検討会」を設け、産地リスク低減効果の  
実証方針等について、調査・検討を行う。  
(2) 実証地区の選定・採択  

実証地区の選定に係る公募の実施及び採択を行う。  
(3) 実証地区の進捗状況管理及び指導・助言  

事業実施主体が採択した産地リスク分析実証プログラムに基づき、実証地  
区が行うＧＡＰ認証の取得やデータ収集等の取組の進捗状況について把握

し管理を行うとともに、必要に応じて実証地区に対し取組の実施に必要な

指導・助言を行う。  
(4) 実証データの集約・分析及び事例集等の作成  

実証地区から提供のあったデータを集約した上で、実証方針に基づき産地  
リスクの低減効果を分析評価し、次に掲げる形式の資料にとりまとめ、事業  
実施主体が運営するウェブサイトにおいて公表する。  

ア  事例集  
イ  報告書   
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産産地地リリススクク対対策策実実証証事事業業検検討討会会  名名簿簿  

 

 

荒木 惠美子  東海大学 海洋学部水産学科 客員教授 

 

木村  卓    インターテック・サーティフィケーション株式会社  

ASIAGAP/JGAP 審査員 

 

城向 孝洋   全国農業協同組合中央会 営農・くらし支援部  
営農担い手支援課（JA グループ GAP 支援チーム）  
アドバイザー 

  

鈴木 啓史   三重県 農林水産部農産園芸課 環境農業班 

 
冨田 宗樹   国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

農業機械研究部門 システム安全工学研究領域長 

 

松淵 定之   農薬工業会 安全広報部長  

 

宮原 義博   公益財団法人日本適合性認定協会 認定審査員 

 

 

                          （五十音順、敬称略） 
 

ⅡⅡ    事事業業実実施施地地区区のの概概要要  
 

11  事事業業実実施施地地区区のの概概要要                                

  
・団体認証取得を目指す GAP の種類については、JGAP 認証の希望が 17 団体(63％)と高く、

次いで GLOBAL.GAP が 8 団体（30％）、ASIAGAP は 2 団体でした。 

・27 産地のうち新規認証の団体は、17 団体(63％)と新規取得希望が多くみられました。 

・構成経営体数は 558 経営体、うち新規取得経営体は 263 経営体で 47％を占めています。 

 

((11))  各各産産地地構構成成経経営営体体数数のの分分布布  

採択年度  10 名以下 11～20 名 
21～30

名 

31～40

名 
41 名以上 

令和 2年度 8 6 2 2 2 

令和 3年度 4 3 - - - 

計 12 9 2 2 2 

 

・経営体数は、平均すると 1 産地 20.0 名ですが、10 名以下が 12 産地(44％)と最も多く、

次いで 11～20 名が 9 産地(33％)と 20 名以下で構成されている産地が多くみられました。 

・令和 3 年度については、すべて 20 名未満で、前年度採択分に対して比較的小グループで

の取組でした。 

 

((22))  公公募募ししたた都都道道府府県県数数  

・2年間で採択し取り組んだ産地は 15 道県で、昨年度に引き続き静岡県が最も多く 9産地、

群馬県、新潟県、兵庫県、宮崎県が各 2産地、他は各道県 1産地で取り組まれました。 

 

 

認証合計 構成経営体数

GｰGAP AｰGAP JGAP （うち新規） （うち新規） ⻘果物 穀物 茶

令和２年度 5 1 14 20（14） 495  (224) 7 5 9

令和３年度 3 1 3 7（3） 63（39） 5 1 1

計 8 2 17 27（17） 558 (263) 12 6 10

事業採択
年度

認証名 対象作物

（R2:重複 ⻘果物・穀物1）

北海道 1 青森県 1 岩手県 1 群馬県 2 静岡県 9 新潟県 2 三重県 2 滋賀県 1 

兵庫県 2 滋賀県 1 広島県 1 大分県 1 宮崎県 2 鹿児島県 1  
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兵庫県 2 滋賀県 1 広島県 1 大分県 1 宮崎県 2 鹿児島県 1  

3
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((33))  産産地地リリススクク取取組組分分野野別別分分析析デデーータタ整整理理表表（（別別表表  11））  

・食品安全リスクに取り組む産地 24 産地、労働安全リスクに取り組む産地 21 産地、環境 

 保全リスクに取り組む産地は 9産地となっています。 

 

((44))  産産地地リリススクク分分析析デデーータタ主主なな取取組組整整理理表表（（別別表表  22））  

・主に取り組む内容としては、①食品安全では主に農薬の安全使用の取組、異物混入・品質

不揃い・量目不足などへの対策と共有化、②労働安全では主に労働及び作業事故の発生件

数ゼロに向けた取組や、圃場や作業場におけるヒヤリハット箇所の地図化や掲示物設置な

どの対策と共有化、③環境保全では主に耕作放棄地の抑制対策や騒音の苦情対応や適正施

肥、農薬の処分方策など多岐にわたり分析データが整理されています。 

4
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((33))  産産地地リリススクク取取組組分分野野別別分分析析デデーータタ整整理理表表（（別別表表  11））  

・食品安全リスクに取り組む産地 24 産地、労働安全リスクに取り組む産地 21 産地、環境 

 保全リスクに取り組む産地は 9産地となっています。 

 

((44))  産産地地リリススクク分分析析デデーータタ主主なな取取組組整整理理表表（（別別表表  22））  

・主に取り組む内容としては、①食品安全では主に農薬の安全使用の取組、異物混入・品質

不揃い・量目不足などへの対策と共有化、②労働安全では主に労働及び作業事故の発生件

数ゼロに向けた取組や、圃場や作業場におけるヒヤリハット箇所の地図化や掲示物設置な

どの対策と共有化、③環境保全では主に耕作放棄地の抑制対策や騒音の苦情対応や適正施

肥、農薬の処分方策など多岐にわたり分析データが整理されています。 

Ⅲ　分野別分析データ整理表Ⅲ　分野別分析データ整理表
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別別表表２２　　　　

1 三重県 水稲
○農薬の適正使用
・事故防止　・栽培暦作成
・残留農薬検査

○労働事故発生ゼロ
・機械設備の安全な使用方法
・危険場所/箇所の対策の作成

2 北海道 水稲

○異物混入クレーム対応
・混入危険箇所の見直し
・クレーム低減の注意喚起と
ルールづくり

○労働事故の件数低減
・危険場所/箇所の見直し
・有効な取組事項の整理
・健康診断の受診

○使用期限切れ農薬所有
状況把握と処分方策
・廃棄マニュアルの作成
・農薬保管庫の確認

3 滋賀県 水稲

○労働事故件数ゼロ
・対策ﾙｰﾙの教本作成
・危険作業/場所の見直し
・農業機械の公道走行等
研修による安全体制づくり

4
岩手県
一関市

水稲

○作業環境改善によるﾘｽｸの
低減
・出荷までの作業手順の見直し
と改善策の検討
・乾燥施設への私物持ち込み
注意とｿﾞｰﾆﾝｸﾞの徹底

5 青森県
りんご
桃
水稲

○米の土壌の安全生の確保
・土壌診断調査結果を生かした
今後の対策と要因把握
・土壌診断結果と収穫した米の
分析による新品種の育成

○りんご防除作業事故ゼロ
・危険箇所の調査、整理
・事故発生防止対策検討
・注意喚起、立て札設置

6
群馬県

レタス

○異物混入等出荷農産物のク
レーム対応、大腸菌等の農産
物危害低減
・出荷伝票と圃場特定、出荷物
の識別、再発防止策

○危険箇所に対する安全対策
・安全の意識づけと点検
・危険箇所の洗い出しと提示、
ルールづくり

○適正施肥による環境保全
・肥料台帳の記帳
・土壌分析に基づく適正施肥
・土壌流亡の防止

7
大分県

ねぎ、いちご、
柑橘、みつ
ば、大葉、
梨、トマト、ニ
ンニク

○異物混入・残留農薬事故ゼ
ロ　･生産履歴記帳強化
・異物混入ｸﾚｰﾑの周知
・農薬安全使用防除暦

○労働事故発生ゼロ
・農作業事故回避意識向上
・危険作業/場所の検討、確認
と注意喚起

8 宮崎県
ほうれん
そう

○高齢者の農薬安全使用の意
識啓発
・使用農薬計画作成
・使用農薬確認　・農薬使用事
故回避の意識改善

○労働事故への安全啓発活動
の徹底
・事故/災害時の対処ﾙｰﾙづく
り
・安全な燃料保管場所
・衛生管理の徹底

9 広島県 ねぎ

○農薬の安全使用でﾘｽｸ低減
・農薬使用一覧表作成
　・農薬の安全意識の向上と使
用方法習得

  産産地地リリススクク分分析析デデーータタ主主なな取取組組整整理理表表  （（令令和和２２年年度度～～））

環境保全№ 所属住所 食品安全 労働安全品目名

Ⅳ　分析データ取組整理表Ⅳ　分析データ取組整理表
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10
新潟県

きのこ

○異物混入クレーム分析と対
応、当事者意識醸成
・クレームの傾向分析と連絡体
制構築
・リスク評価の再点検

11
新潟県

しいたけ
○異物混入クレーム対応
・農場内部ルール検討、全員
への内部ルール周知

12 静岡県 茶

○施肥管理指針と薬剤管理指
針遵守の茶園管理
・施肥量の遵守
・散布量/面積/最終農薬散布
日の遵守と確認点検

○労働災害の休業ゼロ維持
・危険作業場所洗い出し
・機械の安全対策確認
・作業マニュアル見直し

○騒音等の茶園管理苦情
件数ゼロ
・施肥/農薬の飛散防止
・不用資材の回収点検
・近隣住民とのコミュ場

13 静岡県 茶

○異物混入クレーム分析と対
応策の検討
・道具、収納場所の確定　・秤
の点検　・クレームへの即時対
応と情報共有

○作業事故ゼロの継続
・過去の事例共有と対策
・作業者全員が危険箇所把握
・危険リスク回避対策と機械整
備

○出荷額、生葉量の確保、
後継者育成
・問屋が欲しいお茶の内容
把握
・肥料/農薬の統一

14 静岡県 茶

○農薬使用事故発生、異物混
入事故ゼロ
・使用農薬の統一化　・使用農
薬一覧表の更新
・生産～製造の手順化

○労働災害事故発生ゼロ
・危険箇所へ注意喚起シール
の貼付
・生産～製造のリスク検討・手
順化

15 静岡県 茶

○農薬使用違反件数ゼロ
・使用可能農薬の仕分け
・農薬使用ポイント整理
・現場での安全対策指導

○労働事故件数ゼロ
・危険場所/作業を全員で調
査、見直しと整理
・安全な作業着の確認
・作業手順の明確化

16 静岡県 茶

○農薬使用事故発生、異物混
入事故ゼロ
・農薬使用計画の作成
・使用農薬の統一化
・生産～製造の手順化

○労働事故・災害発生ゼロ
・危険場所/作業を調査し意識
向上、見直しと整理
・生産～製造の手順化
・労災加入

17 静岡県 茶

○労働事故の件数ゼロ
・圃場毎の危険場所確認
・危険箇所の把握、対策検討
・圃場整備、立て看板の設置

18 静岡県 茶

○圃場からの異物混入、
黄砂汚染の低減
・圃場異物混入ﾘｽｸ把握
・倉庫見取り図によるリスクの
把握と整理の推進

○農薬による労働事故
・農作業ﾘｽｸ対応表による適切
な農薬管理、使用法
・農薬使用計画の徹底

9
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19 静岡県 茶
○残留農薬の検査
・年間農薬使用計画策定
・圃場周辺の確認

○労働事故件数ゼロ
・圃場危険箇所確認共有
・機械整備　・工場内ﾄﾗﾌﾞﾙ確
認

○耕作放棄地の改植・基盤
整備
・効率の良い圃場づくり

20 静岡県 茶

○出荷製品の異物混入ゼロ
・生葉受入れ時/荷造り時の異
物確認
・製造ライン上の異物撤去

○圃場での乗用機械転倒事故
の危険箇所再確認
・圃場でのヒヤリハットを全組
合員に周知

○組合員の耕作場所、面
積、周辺茶園の荒廃状況把
握
・放棄茶園発生時の受入体
制検討

1 岡山市 キャベツ

○異物混入や品質不良による
クレーム低減
・過去のクレーム内容の整理と
部会員へのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ
・清掃記録確認　・計量器点検
・部会内意識改善　・出荷規格
見直し
・ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸルール化

〇ヒヤリハット事例の共有と予
防策の実施
・過去のﾋﾔﾘﾊｯﾄ事例の把握・
整理
労働安全講習
・部会内の意識統一

2
兵庫県
南あわ
じ市

レタス

○労働事故防止
・傾斜地の地図への落とし込み
・従業員への周知徹底
・安全意識の向上研修会

3 宮崎市 ピーマン

〇出荷物への異物混入・量目
不足等の把握の徹底
・定期的なハカリの点検
・圃場で使用する道具の整理・
整頓
・作業台・トラック等の点検洗浄

4
鹿児島
県鹿屋
市

茶

〇施肥管理指針と薬剤管理指
針遵守
・施肥量順守
・散布量・面積・最終散布日の
遵守と確認点検

〇労働災害の休業ゼロ維持
・危険作業場所洗い出し
・機械の安全対策確認
・作業マニュアル見直し

〇騒音等の茶園管理苦情
件数ゼロ
・施肥・農薬の飛散防止
・不用資材の改修点検
・近隣住民とのコミュ場設置

5
兵庫県
南あわ
じ市

レタス

〇農薬安全使用と異物混入防
止
・異物混入リスクの理解
・評価表の確認
・残留検査の実施

6 福井市 水稲

○カビ発生・混入クレーム低減
・発生農場の調査
・各農場の発送方法改善
・クレーム発生時の対応と連k
楽体制構築

〇ドローン作業事故防止
・過去の発生状況分析
・作業中事故発生防止対策検
討
・作業後の対応検討

〇ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ被覆肥料低減策
検討
・使用状況・ﾉｰﾌﾟﾗ資材情報
収集
・ﾉｰﾌﾟﾗ資材試験実施
・効果確認

7
群馬県
昭和村

レタス、リーフ
レタス

○異物混入防止
・過去のクレーム情報の整理
・ｸﾞﾙｰﾌﾟLINEで情報共有体制
整備

○労働事故ゼロ
・発生状況の把握
・ｸﾞﾙｰﾌﾟLINEで情報共有体制
整備

〇廃棄物の適正処理
・点検確認(確実な実施継
続)

環境保全

  産産地地リリススクク分分析析デデーータタ主主なな取取組組整整理理表表  （（令令和和３３年年度度～～））

№ 所属住所 品目名 食品安全 労働安全

10

2022020531-改良普及-GAP認証関連報告書-01前半.indd   102022020531-改良普及-GAP認証関連報告書-01前半.indd   10 2022/04/08   10:33:232022/04/08   10:33:23



1 岡山市 キャベツ

○異物混入や品質不良による
クレーム低減
・過去のクレーム内容の整理と
部会員へのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ
・清掃記録確認　・計量器点検
・部会内意識改善　・出荷規格
見直し
・ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸルール化

〇ヒヤリハット事例の共有と予
防策の実施
・過去のﾋﾔﾘﾊｯﾄ事例の把握・
整理
労働安全講習
・部会内の意識統一

2
兵庫県
南あわ
じ市

レタス

○労働事故防止
・傾斜地の地図への落とし込み
・従業員への周知徹底
・安全意識の向上研修会

3 宮崎市 ピーマン

〇出荷物への異物混入・量目
不足等の把握の徹底
・定期的なハカリの点検
・圃場で使用する道具の整理・
整頓
・作業台・トラック等の点検洗浄

4
鹿児島
県鹿屋
市

茶

〇施肥管理指針と薬剤管理指
針遵守
・施肥量順守
・散布量・面積・最終散布日の
遵守と確認点検

〇労働災害の休業ゼロ維持
・危険作業場所洗い出し
・機械の安全対策確認
・作業マニュアル見直し

〇騒音等の茶園管理苦情
件数ゼロ
・施肥・農薬の飛散防止
・不用資材の改修点検
・近隣住民とのコミュ場設置

5
兵庫県
南あわ
じ市

レタス

〇農薬安全使用と異物混入防
止
・異物混入リスクの理解
・評価表の確認
・残留検査の実施

6 福井市 水稲

○カビ発生・混入クレーム低減
・発生農場の調査
・各農場の発送方法改善
・クレーム発生時の対応と連k
楽体制構築

〇ドローン作業事故防止
・過去の発生状況分析
・作業中事故発生防止対策検
討
・作業後の対応検討

〇ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ被覆肥料低減策
検討
・使用状況・ﾉｰﾌﾟﾗ資材情報
収集
・ﾉｰﾌﾟﾗ資材試験実施
・効果確認

7
群馬県
昭和村

レタス、リーフ
レタス

○異物混入防止
・過去のクレーム情報の整理
・ｸﾞﾙｰﾌﾟLINEで情報共有体制
整備

○労働事故ゼロ
・発生状況の把握
・ｸﾞﾙｰﾌﾟLINEで情報共有体制
整備

〇廃棄物の適正処理
・点検確認(確実な実施継
続)

環境保全

  産産地地リリススクク分分析析デデーータタ主主なな取取組組整整理理表表  （（令令和和３３年年度度～～））

№ 所属住所 品目名 食品安全 労働安全
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ⅤⅤ  「「実実証証地地区区のの結結果果よよりり」」  

  

団体認証のメリット（まとめ） 
 
１ 組織として 
・GAP の種類によって監査対象が無作為（または全員）のため、全構成員が真
剣に対応 
・ヒヤリハット事例の共有化で事故防⽌に効果 
 
２ 構成員（法⼈・家族）として 
・家庭内コミュニケーションが強化され、情報共有による経営改善への効果に期
待 → 家族従事者個々の責任感が醸成され、ルールに基づき主体的に動ける
ようになった 
・法令順守や倉庫の整理整頓への意識が向上し、法⼈経営者として⾼い満⾜感 
 
３ ⾷品安全・取引先との関係 
・異物混⼊リスクの洗い出しと共有で混⼊事例が減少 
・品質・衛⽣管理が向上 
・⽣産物の直置解消 
・安定した価格での取引が増加 
 
４ 経営管理 
① 経営計画 
 ・⽇誌等の記録が次年度の計画策定に役⽴つ 
 ・電気などの使⽤料を記帳することで、コスト意識が向上 
 
② 労務管理 

・外国⼈労働者の労働安全と⼈権保護に効果的 
 
③ 労働安全 
 ・作業機械の免許の取得や年次点検の実施など事故未然防⽌に貢献 
 ・危険個所の把握が共有化され安全に対する意識向上 

 
④ 現場環境 

・現場の整理整頓が容易になった → 作業場のレイアウトを⾒直し、危険性
の排除と効率アップにつながった 
 
⑤ 資材関係 
 ・在庫管理による無駄削減 
 ・資材の整理整頓の習慣ができた 
 
⑥ その他 
 ・作付圃場の賃貸借契約締結により後継者が地権者を正確に把握し、経営移譲

が順調に⾏える → 産地規模の維持安定に期待できる 
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ⅤⅤ  「「実実証証地地区区のの結結果果よよりり」」  

  

団体認証のメリット（まとめ） 
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・GAP の種類によって監査対象が無作為（または全員）のため、全構成員が真
剣に対応 
・ヒヤリハット事例の共有化で事故防⽌に効果 
 
２ 構成員（法⼈・家族）として 
・家庭内コミュニケーションが強化され、情報共有による経営改善への効果に期
待 → 家族従事者個々の責任感が醸成され、ルールに基づき主体的に動ける
ようになった 
・法令順守や倉庫の整理整頓への意識が向上し、法⼈経営者として⾼い満⾜感 
 
３ ⾷品安全・取引先との関係 
・異物混⼊リスクの洗い出しと共有で混⼊事例が減少 
・品質・衛⽣管理が向上 
・⽣産物の直置解消 
・安定した価格での取引が増加 
 
４ 経営管理 
① 経営計画 
 ・⽇誌等の記録が次年度の計画策定に役⽴つ 
 ・電気などの使⽤料を記帳することで、コスト意識が向上 
 
② 労務管理 

・外国⼈労働者の労働安全と⼈権保護に効果的 
 
③ 労働安全 
 ・作業機械の免許の取得や年次点検の実施など事故未然防⽌に貢献 
 ・危険個所の把握が共有化され安全に対する意識向上 

 
④ 現場環境 

・現場の整理整頓が容易になった → 作業場のレイアウトを⾒直し、危険性
の排除と効率アップにつながった 
 
⑤ 資材関係 
 ・在庫管理による無駄削減 
 ・資材の整理整頓の習慣ができた 
 
⑥ その他 
 ・作付圃場の賃貸借契約締結により後継者が地権者を正確に把握し、経営移譲

が順調に⾏える → 産地規模の維持安定に期待できる 
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今後の課題と対応策（案・概略） 
 

① オリパラ後における GAP 団体認証取組のモチベーションをどうするか 

 → 経営的視点での取組の重要性を理解してもらう 

  → GAP の取組で得られる効果は経営管理⾯で重要な項⽬が多い 

 

② 経費が掛かる、費⽤対効果が低いという地区が⼀定数ある 

 → 上記、経営的視点から必要なコストとの意識を醸成する 

  → 団体認証を永続している地区ではコスト⾯を課題視しなくなる傾向も

ある 

 

③ 指導者不⾜ 

 → 普及指導員の GAP 研修受講者は年々累積しており、都道府県単位で⼈材

を有効活⽤する 

→ 指導経験を積んだ指導者が増加することで、職場内で⽇常的に GAP の

視点に沿った活動が期待でき、他の職員への波及効果が期待できる 

 

④ 都道府県ごとに GAP（団体認証）の取組数に差がある 

 → 「みどりの⾷料システム戦略」を推進する上で、GAP の取組が重要であ

るとの理解が徐々に進むことによって、全国的な取組拡⼤が期待される 

 

⑤ 様式に沿って実践していたため、構成員が違和感を持って取り組んでいる 

 → 構成員で話し合い、⾃分たちに合った実践⽅法にしていく。 

 

 
注）課題と対応策については、今後深堀調査を⾏い、精度を⾼めていく 
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今後の課題と対応策（案・概略） 
 

① オリパラ後における GAP 団体認証取組のモチベーションをどうするか 

 → 経営的視点での取組の重要性を理解してもらう 

  → GAP の取組で得られる効果は経営管理⾯で重要な項⽬が多い 

 

② 経費が掛かる、費⽤対効果が低いという地区が⼀定数ある 

 → 上記、経営的視点から必要なコストとの意識を醸成する 

  → 団体認証を永続している地区ではコスト⾯を課題視しなくなる傾向も

ある 

 

③ 指導者不⾜ 

 → 普及指導員の GAP 研修受講者は年々累積しており、都道府県単位で⼈材

を有効活⽤する 

→ 指導経験を積んだ指導者が増加することで、職場内で⽇常的に GAP の

視点に沿った活動が期待でき、他の職員への波及効果が期待できる 

 

④ 都道府県ごとに GAP（団体認証）の取組数に差がある 

 → 「みどりの⾷料システム戦略」を推進する上で、GAP の取組が重要であ

るとの理解が徐々に進むことによって、全国的な取組拡⼤が期待される 

 

⑤ 様式に沿って実践していたため、構成員が違和感を持って取り組んでいる 

 → 構成員で話し合い、⾃分たちに合った実践⽅法にしていく 

 

 
注）課題と対応策については、今後深堀調査を⾏い、精度を⾼めていく 
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「GAP を通した産地リスク低減の取組」に関する考察 
 
 ⽇本の農業では⽐較的⼩規模経営の集合体が産地を形成している場合が多く、多くは栽
培⽅法を共通化するなどの栽培協定のもとで組織が成⽴している。そこに「産地」としての
GAP の取組の必要性がある。 
 産地を単位で認証制度に取り組むことにより、⾯的なリスクマネージメントの（点検・確
認）を⾏うことができ、これにより量販店やファストフードなどの飲⾷業界、国外との安定
的な取引につなげることができる。 
 
 ⼀般企業において、良い経営の基準のひとつに「経営理念の共有化」がある。従業員が同
じ価値観で同じ基準の⾏動をとることが効率・品質・収益等に有益であり、業績向上につな
がるとされている。産地としての GAP の取組はまさに同様の効果が期待できる。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

⽅向性 （ゴールに近づく⽅法） 

  ううままくくいいくく産産地地（（農農場場））事事例例  

：：⾃⾃分分のの産産地地（（農農場場））にに合合っったたルルーールルづづくくりりのの実実現現  

      ←←どどうう取取りり組組むむかかとといいうう⽅⽅向向性性のの⽰⽰しし⽅⽅ががででききてていいるる  

  

 初初期期段段階階ででううままくくいいかかなないい事事例例  

：：無無駄駄にに複複雑雑・・膨膨⼤⼤ななルルーールル化化  

  →→ルルーールルづづくくりりがが⽬⽬的的化化ししてていいるる  

  
 

ううままくくいいくくたためめののポポイインントト  
  
取取組組ををととおおししたた意意識識・・⾏⾏動動のの変変化化をを⽂⽂字字化化・・画画像像化化  

→→気気づづききののききっっかかけけにに  
※ 全体として優しい問いかけで、気づきを⽣むように仕向ける。 

⇔ 模範解答では気づきにつながりにくい。 
 

「「団団体体認認証証のの意意義義」」をを明明確確ににすするる  

団体認証の意義 
 ⾃分以外の⽬を⼊れて改善する 
 ひとりでできないこと → 「みんなでできる」ために ＝ マネージメントが重要 
 団体としてどんな効果があったか 

・・・団体の内部監査で確認したリスクがありそうな農業者への対応 
     → 全体をどうしていくか 完完成成系系ののイイメメーージジををつつくくりりああげげるる 

※⽇本は⽐較的ルーチンも得意であり、⾃分たちで納得してつくったマニュアルはよく
守られる傾向にある 
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がるとされている。産地としての GAP の取組はまさに同様の効果が期待できる。 
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  ううままくくいいくく産産地地（（農農場場））事事例例  

：：⾃⾃分分のの産産地地（（農農場場））にに合合っったたルルーールルづづくくりりのの実実現現  

      ←←どどうう取取りり組組むむかかとといいうう⽅⽅向向性性のの⽰⽰しし⽅⽅ががででききてていいるる  

  

 初初期期段段階階ででううままくくいいかかなないい事事例例  

：：無無駄駄にに複複雑雑・・膨膨⼤⼤ななルルーールル化化  

  →→ルルーールルづづくくりりがが⽬⽬的的化化ししてていいるる  

  
 

ううままくくいいくくたためめののポポイインントト  
  
取取組組ををととおおししたた意意識識・・⾏⾏動動のの変変化化をを⽂⽂字字化化・・画画像像化化  

→→気気づづききののききっっかかけけにに  
※ 全体として優しい問いかけで、気づきを⽣むように仕向ける。 

⇔ 模範解答では気づきにつながりにくい。 
 

「「団団体体認認証証のの意意義義」」をを明明確確ににすするる  

団体認証の意義 
 ⾃分以外の⽬を⼊れて改善する 
 ひとりでできないこと → 「みんなでできる」ために ＝ マネージメントが重要 
 団体としてどんな効果があったか 

・・・団体の内部監査で確認したリスクがありそうな農業者への対応 
     → 全体をどうしていくか 完完成成系系ののイイメメーージジををつつくくりりああげげるる 

※⽇本は⽐較的ルーチンも得意であり、⾃分たちで納得してつくったマニュアルはよく
守られる傾向にある 
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検討委員からの提⾔ 

 ⾷品安全 
  ⾷品事故は検出されるかどうかわからない（検出されて初めて問題になる） 
 → だから事前に GAP 
  何が bad か理解しみんなで取り組む 
  団体で取り組んでよい作物を作った 
  → ⾷品安全⽂化ができているか 

 カルチャーが醸成された 
      コミュニケーションがとれるようになった 
 
 労働安全 
 ⾃分以外の⽬を⼊れて改善する （⽅向性の共通認識） 
  リスクがあるのがあたりまえではなくなった ＝ GOOD な状態 
  → これが続いているか  
      慣れ、やっているつもり、⾃⼰流はだめ 

 （基準変化に対応できるか） 
 
 環境保全 
      慣れ、やっているつもり、⾃⼰流  
      消費者・国⺠⽬線、国際問題への対応 環境保全が農業の基本に 
 
 全体 
  事例をとおして考える⼒「気づき」を養う 
 → どんな取り組み⽅が継続できるのか ⾃分たちはどうしたら良いか 
  団体を通して良くしていく ＝ 産地の姿 
  内部監査の制度・・・いつもＧＯＯＤな状態をつくる（平常時だけではない） 
 
 事務局として必要なふたつの取組 マネージメントとコントロール 
  マネージメント：共通認識を整理、点検・確認 
 
コントロール：あるべき⽅向性への誘導整理 

（参考資料）ヒト由来のリスクを無くす（下げる）取組 
 
 取組の中で、従事者のミスが起因となるリスクが⼀定程度考えられる。 
 そこで、ヒトの⾏動・判断由来のリスクとは、そのリスクを下げるために知っておくべきこと、
対策を整理する。 
 
 「どのような時にどう考え・⾏動してミスにつながるか」 
 
１ 多様な⼈材の特性に応じた対応 

※農業従事者は⾼齢化しつつ、多様な⼈材が担っているので、多様な⼈材の特性に応じたリス
ク管理が重要（ダイバーシティマネジメント） 
 従事者の特性  →   特性を理解する  →  特性に合ったリスク軽減策 
  例）⾼齢者       反射神経の衰え      
    ⼥性        体格と農機のバランス  パワーアシストの導⼊ 
    技能実習⽣     指⽰の理解不⾜     絵解き等の指⽰書掲⽰ 
    障がい者      種別のハンディ     ハンディに応じた環境整備 
 
２ 正常性バイアスと軽減策 

※ヒトはそもそもリスクを過⼩評価するもの。（＝正常性バイアス） 
正常性バイアスのイメージは、 「 効率 ＞ リスク（過⼩評価） 」  

  ⼩さなリスクを避けて⼤きなリスクにあたってしまい、リスクのトレードオフ（こちらを⽴
てるとあちらが⽴たずの状態）に陥る。 

 
 正常性バイアスによる発⽣要因と解決遅延要因 

（◎：⼤きな要因 〇：要因） 
    発⽣要因   解決遅延要因 
⾷品安全 〇        ◎ 
労働安全 ◎        〇 
環境保全 〇        〇 

 
軽減策 

リスクは危険そのものではなく、「将来の危うさ加減」を測るものさし。 
リスク＝発⽣確率×影響度 

 したがって、正常性バイアスが悪い⽅向に働くことを防ぐのには「訓練」と「想像⼒」が重要。 
 
（資料参考）北九州市⽴⼤学 松尾太加志学⻑ 講演資料  
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 全体 
  事例をとおして考える⼒「気づき」を養う 
 → どんな取り組み⽅が継続できるのか ⾃分たちはどうしたら良いか 
  団体を通して良くしていく ＝ 産地の姿 
  内部監査の制度・・・いつもＧＯＯＤな状態をつくる（平常時だけではない） 
 
 事務局として必要なふたつの取組 マネージメントとコントロール 
  マネージメント：共通認識を整理、点検・確認 
 
コントロール：あるべき⽅向性への誘導整理 

（参考資料）ヒト由来のリスクを無くす（下げる）取組 
 
 取組の中で、従事者のミスが起因となるリスクが⼀定程度考えられる。 
 そこで、ヒトの⾏動・判断由来のリスクとは、そのリスクを下げるために知っておくべきこと、
対策を整理する。 
 
 「どのような時にどう考え・⾏動してミスにつながるか」 
 
１ 多様な⼈材の特性に応じた対応 

※農業従事者は⾼齢化しつつ、多様な⼈材が担っているので、多様な⼈材の特性に応じたリス
ク管理が重要（ダイバーシティマネジメント） 
 従事者の特性  →   特性を理解する  →  特性に合ったリスク軽減策 
  例）⾼齢者       反射神経の衰え      
    ⼥性        体格と農機のバランス  パワーアシストの導⼊ 
    技能実習⽣     指⽰の理解不⾜     絵解き等の指⽰書掲⽰ 
    障がい者      種別のハンディ     ハンディに応じた環境整備 
 
２ 正常性バイアスと軽減策 

※ヒトはそもそもリスクを過⼩評価するもの。（＝正常性バイアス） 
正常性バイアスのイメージは、 「 効率 ＞ リスク（過⼩評価） 」  

  ⼩さなリスクを避けて⼤きなリスクにあたってしまい、リスクのトレードオフ（こちらを⽴
てるとあちらが⽴たずの状態）に陥る。 

 
 正常性バイアスによる発⽣要因と解決遅延要因 

（◎：⼤きな要因 〇：要因） 
    発⽣要因   解決遅延要因 
⾷品安全 〇        ◎ 
労働安全 ◎        〇 
環境保全 〇        〇 

 
軽減策 

リスクは危険そのものではなく、「将来の危うさ加減」を測るものさし。 
リスク＝発⽣確率×影響度 

 したがって、正常性バイアスが悪い⽅向に働くことを防ぐのには「訓練」と「想像⼒」が重要。 
 
（資料参考）北九州市⽴⼤学 松尾太加志学⻑ 講演資料  
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ⅥⅥ  専専門門家家派派遣遣結結果果 

派遣期間 令和 3 年 11 月 30 日(火)～12 月 1 日(水) 

派遣専門委員 

 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 

 農業機械研究部門システム安全工学研究領域 

冨田宗樹 安全工学研究領域長 

農薬工業会    松淵定之 安全広報部長 

 

令和３年 11 ⽉ 30 ⽇（⽕） 実施地区：ＪＡ全農岡⼭  
施設等確認 【山陽地区生産農場 キャベツ栽培者】 

情報提供及び意見交換  【JA 晴れの国岡山赤坂支店２F 大会議室】 

①「『ヒヤリハット』主要危険ポイントと対策について」講師 冨田宗樹氏 

②｢散布機材に応じた農薬の安全使用について｣講師 松淵定之氏 

 
 

 
12 ⽉ 1 ⽇（⽔） 実施地区：FGA（Fukui GAP Association） 
 
現地視察 
・【東郷⽥治⽣産組合農場施設（事務所、燃料庫、乾燥調製施設）】 
現地研修会 
・【福井市・岡保公⺠館「会議室」】 
・講演：①「散布機材に応じた農薬の安全使⽤について」 

講師 松淵定之⽒ 
②「『ヒヤリハット』主要危険ポイントと対策について」 

講師 冨⽥宗樹⽒ 
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【参考】専門家派遣研修資料 

 

１ 「農薬の安全使用について」 

               農薬工業会 
                   松淵 定之 安全広報部長 

 

2 「『ヒヤリハット』主要危険ポイントと対策について」 

               国立研究開発法人  

                 農業・食品産業技術総合研究機構 

                 農業機械研究部門 

冨田 宗樹 システム安全工学研究領域長 
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2015 2016 2017 2018 2019

2015 2016 2017 2018 2019

1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

3 3 0 0 1 1 0 0 0 0
3 3 0 0 0 0 4 4 0 0

7 7 0 0 1 1 4 4 0 0

10 33 9 13 11 23 12 23 9 21

9 11 7 7 5 10 4 8 2 2
3 14 3 3 4 4 5 7 0 0
22 58 19 23 20 37 21 38 11 23

28 65 19 23 21 38 25 42 11 23

HP 5
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農薬ラベルの見方（続き）

行為の強制マーク 必ずすること） 行行為為のの禁禁止止ママーークク ししててははいいけけなないいこことと））

③ラベルの絵表示《強制･禁止》マーク等、使用者や周辺環境等の安全確保
にとって重要なことが書いてありますので、必ず確認して、守って下さい。
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